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研究成果の概要（和文）：　本研究では、海溝型超巨大地震の繰り返しメカニズム解明に向けて必要なデータで
ある、観測記録よりも長期間での地殻変動を、東北地方太平洋沖地震の際に広域的な地殻変動が記録された三陸
海岸を対象に、沖積平野における沖積層の解析と放射性炭素年代測定に基づいて推定した。沖積層の堆積環境や
年代の時空間分布に基づいて推定された最近数千～1万年間の地殻変動は、三陸海岸中～南部で沈降傾向であ
り、同海岸北部では相対的隆起傾向であることが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This study estimated long-term (> 1000 years) crustal movements, which is 
necessary to clarify mechanism of megathrust earthquake cycles, on the basis of analyses of incised 
valley fills in alluvial plains along the Sanriku coast, near the source region of 2011 Tohoku-oki 
earthquake. Sedimentary analyses and radiocarbon dating showed distribution of shallow marine 
sediments in four alluvial plains along the Sanriku coast during the last ten thousand years. The 
distribution of shallow marine sediment and sediment stacking pattern indicate that millennial-scale
 crustal movements are characterized as subsidence along the central to southern Sanriku coast and 
relative uplift along the northern coas.  

研究分野：地形学、第四紀学、自然地理学

キーワード： 沖積層　放射性炭素年代　地殻変動　堆積相　東北地方太平洋沖地震

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、三陸海岸では限られた範囲でのみ認められる隆起海岸地形だけを根拠に、同海岸全域が長期的に隆起傾向
にあるとみなされ、この隆起傾向を前提として超巨大地震繰り返しモデルが提案されてきた。本研究で明らかに
なった、三陸海岸の北部と南部の地殻変動傾向の違いは、従来の地震サイクルモデルの前提条件を見直す必要性
を示すという点で、地震テクトニクス研究の発展やハザード評価に寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



図1 三陸海岸の地殻変動情報 
Niwa and Sugai (2020)を一部改変
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